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１．概要（Summary ）： 

本研究では，高感度表面増強ラマン分光分析に向け

て，巨大電場増強を生み出すナノ粒子構造を作製し，

そのナノ粒子連結方向とラマン散乱光強度の関係を

明らかにした． 

 

２．実験（Experimental）： 

本研究では，まず，京都大学ナノテクノロジーハブ

拠点の設備（高速高精度電子ビーム描画装置（A1），

深堀りドライエッチング装置（B8））を利用してシリ

コン（Si）基板上にナノスケールトレンチ（幅 55 nm，

深さ 40 nm，長さ 120～180 nm）のアレイパターン

を作製した．その後，金ナノコロイド溶液を基板上で

乾燥させることで，液架橋力によりナノ粒子（直径 60 

nm）をナノトレンチに配列した．そのナノ粒子構造

のラマン分光特性を顕微ラマン分光装置により評価

した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

ナノ粒子連結方向と入射光連結方向との角度によ

るラマンスペクトルと強度を Fig. 1に示す．両者の方

向が一致する場合に最も強いラマン散乱光強度を示

した．これはナノ粒子連結方向をそろえることにより

高いラマン散乱光強度が得られることを示している． 

 

４．その他・特記事項（Others）： 

特になし． 
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Fig. 1 Raman spectra and intensities of the fabricated 

nanoparticle structures depending on the angle between 

polarization direction of incident light and particle 

coupling direction. 


